
 
 
      樹脂サッシと輸入木製サッシの比較 

国内樹脂サッシ（各メーカ共通）  輸入木製窓（北欧タイプ） 
性能 Low-E、アルゴンガス封入 性能 トリプルガラス 

耐水性 耐水性が大 耐水性 耐水性が低い 

耐候性 紫外繊に弱い（黒系色） 耐候性 塗装メインテナンス 

耐久性 ３０年以上 耐久性 ２０年以上 

断熱性 中空サッシ枠の性能が劣る為、 

表面温度が下がる。 

断熱性 木枠により樹脂に比較して表面

温度が高い。 

意匠性 

（内部） 

カラーサッシは内部が白の 

為、意匠性は限定的 

意匠性 

（内部） 

内部が木製の為、木質観に優れ

る。 

保守管理 ガラス交換が簡易 

枠の清掃が簡易 

部品取替えが簡便（気密材） 

メインテナンス不要 

 

保守管理 ガラス交換が難点 

枠の染み、汚れの 

清掃、交換は不可。 

部品取替えが難点（気密材） 

塗装が５年毎に必要（有償） 

                      （図―１） 

■ 最近の新築、増改築を問わず、カラーサッシの使用頻度が高くなる傾向に

ある。意匠性のある建物にとって、窓も大きな意匠デザインの道具となるわけ

である。 
■ 木製サッシは、クラッデング（カバー）や塗装で外部の色彩を自由に変え

ることが可能である。樹脂サッシも６色程度のカラーを選択することが出来る

ようになったが、内部の樹脂枠が白に統一される為、木製窓の内部仕上げと比

較して意匠性の主張が出来ない欠点がある。 
■ 寒冷地においては、樹脂枠の断熱欠損がガラス性能の向上に伴い無視でき

ない場合が出てくる。室内の相対湿度を上げか乾燥対策をする換気システムの

場合特に大きな部位となる。【平均外気温度マイナス１０度以下の地域】 
■ 他方、換気量不足による木製枠下部のガラス結露による染み、汚れ、ある

いは夏季の雨仕舞い、閉め忘れ等によるサッシ枠のしみ、汚れの解消はかなり

の手間を必要とする。【取替えはほとんど不可であるか、コストが高い。】 
 
それぞれに長所と欠点が上記の比較図でもわかる通りである。（図―１】 
 
 



（樹脂サッシの内装の木製化により意匠性を高めました） 
 （特徴） 
  ■ 無垢材をサッシ枠に合わせて成型し、表面、裏面ともウレタン塗装 
    により吸水性を防止しました。 これにより、結露、雨水汚損による 
    汚れ防止処理をしています。 
  ■ 樹脂枠の表面温度を木枠により保護し、熱伝導を抑え、露点温度を 
    高めました。 
  ■ 経年変化により、木枠汚損が発生した場合、簡便に部材交換が 
    できます。 
  ■ 従来の木製サッシでは現場養生等の悪い作業性を改善します。 
    樹脂サッシの良い作業性がそのまま生かせます。 
        
                             

【施工写真 

 
 

  

  



【施工現場による見積例】 
○ 現地取り付けによる工事・施工窓 30 ヶ所・木製パイン仕上げ 
○ 現地使用樹脂サッシ：TOSTEM カラー樹脂サッシ・内部は白 

  

 
 

  


